
男女共同参画委員会 行政訪問 3 月 23 日(金)10：00～11：30         

柏原市 市民部 人権推進課を訪問しました 

                   

柏原市 市民部人権推進課長 大畑嘉平様  

課長補佐 乕田かおり様  

柏原市男女共同参画推進事業専門員 布川孝子様 

(訪問者) 長里理事 坂井理事 安嶋理事 花田理事 椿原理事 田中 

 

2014 年の訪問に続き、2 度目の訪問となりました。第３期かしわら男女共同参画プランの概要

と特徴的な活動などをお話し頂き、質疑応答と交流をしました。 

 

１、第３期 かしわらプランについて(2015～2024 年度)について 

「第２期 かしわら男女共同参画プラン」の成果を引き継ぎ、柏原市男女共同参画社会づくり

に関する市民意識調査(2013 年度実施)の結果を反映させた計画 

 

【基本理念】男女が互いに尊重し合い、性別にかかわりなく、自分らしく、のびやかに 

いきいきと暮らせる社会づくり 

【基本的な考え方】2015 年に女性活躍推進法が成立した事を踏まえ、新たに(３)(４)を加えて、

６つの考え方とする 

(１) 男女の平等と人権の確立 

(２) 固定的な性別役割分担意識の解消 

(３) エンパワーメントの推進 

(４) ワーク・ライフ・バランスの推進 

(５) あらゆる分野へ男女が参画できる環境づくり 

(６) 市・市民・事業者のパートナーシップの推進 

【基本目標】 

  Ⅰ男女共同参画社会を実現するための意識変革 

  Ⅱ社会のあらゆる分野への男女共同参画の推進 

  Ⅲだれもが生きがいをもって安心して暮らせる環境の整備 

  Ⅳ女性等に対するあらゆる暴力の根絶 

【計画の推進】 

  ・庁内における推進体制 ・柏原市男女共同参画推進条例に基づく男女共同参画の推進 

  ・市民、事業者との協働と連携  ・国、大阪府との連携 

２、審議会について 

女性５名、男性５名、計１０名で構成されている(市民公募 3名、学識経験者 2名、人権擁護

委員会、人権協会、校園長会、市労働組合協議会、市商工会)。 

 

３、柏原市立男女共同参画センター(フローラルセンター)の取り組みについて 

・学習、研修事業として、男女共同参画社会づくり講座、市民大学講座、異文化の暮らしの学



習しよう講座、働きたい女性の応援講座、男性のための料理教室、市民企画講座など、多種

多様に開催され、市民大学講座は、10 回連続講座で、7 回以上参加の受講者には、市長から

修了書を授与されるとのこと。 

 ・登録団体 13 市民団体が実行委員となり、市との協働でフォーラムの企画に関わっている。 

・広報誌は男女共同参画センターだより「フローラル」、啓発冊子として「翔(かけ)る」を年１

回発行し、また啓発記事「男女共同参画社会をつくる」 を市ウェブサイトに掲載している。 

４、男性の育児休暇取得について 

28 年度の対象者は 20 名だが、利用者は 0、出産休暇利用者は 50％、上の子どもの養育とし

て育児参加休暇(産前産後の期間に上の子の子育て)特別休暇で取得可能であるが、利用者は

0だった。「制度はあるが、なかなか取得できていない」とのことでした。 

５、職員の状況について 

28 年度の事務職員は男性 214 名、女性 76 名、男女比、男性 73.8％、女性 26.2％ 

女性の課長職以上の管理職割合は、3.8％でかなり低いとのこと。女性職員の増加や研修会の

実施等により今後高くなっていくと予想されます。 

６、相談について 

女性のための相談・・・第１・3月曜日 午前 10 時～午後 4時 

           面接による相談・予約制(各回 5名まで)   

女性・子ども電話相談・・・毎週月曜日～金曜日 午前 9時～午後 9時 

男性・女性のための電話相談・・・毎週月曜日～金曜日 午前 9時～午後 5時 

年々増加傾向にあり、DV の相談が多い。男性相談員がいて、男性の相談は、情報を得て市内

以外の遠方から電話をかけてこられる方がいるぐらい人気のようだ。 

女性・子ども電話相談では、相談しやすいように、夜の 9 時まで受け付けているとのこと。

通学や通勤されている方も相談しやすいように工夫されている。 

面接相談では、子ども連れの方には、プレイルームが用意されていて、保護者が相談してい

る時は、職員が子どもを見てくれているので、安心して相談できる。 

(感想) 

懇談の中で夫が妻に「何でも手伝うよ」言うと妻が不機嫌になり、理由がわからなかった

が、講座を受けて、家庭のことは家族がみんなでするのが大切だと気づかれたと聞きました。

家事は女性がして当たり前という考えを変えなければと思いました。他にも多種多様な学び

の場があり、情報スペースに他行政の冊子も閲覧でき、パンフレットなども手に取りやすく

工夫され、子ども連れで相談に来られた方が安心して相談できるように、プレイルームや室

外遊びのスペースがあり、行き届いていると感じました。 

        


